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自動車タイヤパンク発生時の対応 
-応急修理キットやスペアタイヤについて- 

 車両には、タイヤがパンクしたときに自分で応急修理するための装備が積
んであります。応急修理には主に、スペアタイヤに交換する方法のほか、応
急タイプのパンク修理キット（以下、応急修理キット）を使う方法がありま
す。急な事態に備えて、所有している車両の応急修理の装備やその作業方法
を事前に確認しておきましょう。 

急な事態のために知っておきましょう 
タイヤがパンクした・・・ 

公式サイト「くらしの危険」コーナー 

http://www.kokusen.go.jp/kiken/index.html 

最新号やバックナンバーは 
こちらからご覧いただけます。 

消費者への 

アドバイス 

● 応急修理キットは一時的な応急用です。一度使用すると 
  タイヤ自体の交換が必要となる可能性があります。 

● 事前に応急修理の装備や作業方法を確認しましょう。 

 応急修理キットでは補修できない種類のパンクがあります。また、応急修理キットで
補修したタイヤは、走行速度や走行距離に制限があり、整備工場などでの正式なパンク
修理では費用が余計にかかる可能性があります。 

 応急修理の装備の確認はもちろん、定期的に装備を点検する必要もあります。作業方
法や注意事項などを取扱説明書で事前に確認しましょう。また、急な事態に備えて、 
取扱説明書は車両に積んでおきましょう。 

●応急修理キットとは？ 
タイヤに釘やネジが刺さった軽度の
パンクを応急修理して、整備工場ま
での移動を可能にするものです。 
その後できるだけ早く、正式なパン
ク修理やタイヤ交換などの確実な修
理が必要です。 

タイヤからの空気の漏れを 
少なくする 

修理剤ボトル 

車両のアクセサリーソケットを 
利用して空気圧を調整する 

電動コンプレッサー 

● 初期対応として、日本自動車連盟（JAF）などの 
  ロードサービスの活用なども有効な方法の一つです。 

 ジャッキアップ作業が必要な場合は、地面が
固く、平らで安全に作業ができる場所に車両を
移動しましょう。車両の取扱説明書に沿って、
安全に作業をしましょう。 

● 重大な事故につながる危険性 
  があります。ジャッキアップ 
    作業時は気をつけましょう。 
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